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システム系システム系
バイオ・ベンチャーの挑戦バイオ・ベンチャーの挑戦

プレシジョン・システム・サイエンス株式会社

平成17年10月
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ＰＳＳの会社概要と沿革
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会社概要会社概要
会社名

設立年月日

資本金

従業員数

売上高

代表取締役社長

本社

PSSｸﾞﾙｰﾌﾟ会社

プレシジョン・システム・サイエンス株式会社

1985年7月17日

2,024百万円

113名（ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社役職員・ﾊﾟｰﾄ等を含む）

3,215百万円（2005/6期 連結）

田島秀二

千葉県松戸市上本郷88

・PSS Bio Instruments, Inc. 
(米国カリフォルニア州）
・Precision System Science Europe GmbH                            
(ドイツ ヴォレシュタット市)
・ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ・ﾊﾞｲｵ・ﾘｻｰﾁ㈱
(千葉県松戸市)
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ＰＳＳのグローバル拠点

PSS JAPANPSS Europe PSS USA

欧州OEM先（ロシュ、キア
ゲンなど）の窓口
欧州市場の新規開拓

米国新規顧客の開拓ＰＳＳグループの統括
新規開発テーマの開拓
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沿沿 革革

1985年 7月17日 設立

1992年～1994年 アボットジャパン・米国ABBOTT・エスアールエル社と
提携して免疫検査システムを開発

1995年 Magtration Technology（マグトレーション）
を応用したDNA自動抽出装置の製造に成功

1996年～現在 OEM契約によるグローバル展開
（東洋紡、Hoffman La Roche（スイス）、Roche Diagnostics（ドイﾂ）,
QIAGEN、三菱化学ヤトロン等）

2001年 ナスダック・ジャパン（現ヘラクレス市場）の株式上場

証券ｺｰﾄﾞ：７７０７

全自動遺伝子解析・診断システムの開発に取り組む
（増幅技術Swing-PCR, 検出技術 Bio-Strand, 蛍光ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾋﾞｰｽﾞなど）
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バイオ産業とはバイオ産業とは
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遺伝子とは
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遺伝情報

異常

分解できない

アルコール

アルコール分解酵素正常

分解できる

遺伝子配列でわかること
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遺伝子情報の実用化により期待されるバイオ産業

予防医療

遺伝子治療

遺伝子検査・診断

ゲノム創薬

環境物質探索

食品安全検査

薬剤耐性診断

鑑識・鑑定

テーラーメード医療



10

Precision System Science Proprietary Information

バイオ市場の潮流 ポスト遺伝子網羅的解析

有用情報利用
↑

有用情報抽出
↑

網羅的解析

多目的同時解析技術（マルチプレックス）
簡便・迅速
高精度・人的作業ミスの排除
横断的情報融合*

*生化学、免疫あるいは細胞診など現状の臨床データと、ゲノム、プロテ
オーム、メタボローム等の遺伝子情報データ

バイオ市場のトレンド

クローズアップ

「自動化」もしくは「システム」をキーワードとした

「新システム構築」のニーズ拡大
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注１ 2000～2004年は日経バイオビジネスによる国内バイオ関連市場規模を10倍し世界市場規模（推定）としたもの。

注２ 2010年は経済産業省による予測国内市場規模25兆円(1999年当時）を10倍し世界市場規模（推定）としたもの。

注３ 世界市場規模を国内市場規模の10倍とした根拠は、経済産業省による予測国内市場規模25兆円に比し、欧州委による2010

年の予測世界市場規模が230兆円であることを背景にしたもの。

バイオ市場の予測と現状の乖離

バイオ関連市場（世界）(億円）

2,500,000

143,300 174,690

164,340133,330

123,860
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500,000

1,000,000
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2,000,000

2,500,000

3,000,000

2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年

本当の
take off は何時？
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既製の洋服の中から選択する
既製服は平均的な大多数の人々を対象にして作られる

既製服(Ready-made)＝現行医療:

テーラーメード医療とは
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Tailor –made＝:
“個人情報” に基づきその個人のための洋服を作製する

個人情報に基づく製作

個人情報

身体情報
個人的趣向
TPO:Time,Place,Occation
予算

etc.

テーラーメード医療とは
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ここでいう “ 個人情報 ” とは

- 身体的情報

- 生物学的情報

- 遺伝的情報

- 家族健康履歴

- 食事・栄養

- 運動

- 社会的行動

- 心身ストレス

医薬に対する応答

副作用

アレルギー

疾患に対するリスク

治療法の選択
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１．患者 と 医者の関係

病気だけでなく、患者の遺伝的総合情報に基づく治療へ

２．診断・治療の幅が拡大

発病後の治療から発病前の治療へ （予防的医療の重視）
成人病に対するリスク診断と予防
ゲノム情報に基づく診断及び予測

３．医療システムの変化

総合病院から地域密着型のファミリードクター中心へ
センターによる集中診断から個別診断へ

４．医薬品開発の基本戦略の変化

平均的多数を目的とした医薬開発から個人差を意識した医薬開発へ

テーラーメード医療が実現する社会

医療コンセプトの変化
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バイオ産業とＰＳＳバイオ産業とＰＳＳ
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バイオ産業とＰＳＳ

Ｅメール
情報検索
株式取引
ショッピング

オンラインゲーム
音楽

Ｅメール
情報検索
株式取引
ショッピング

オンラインゲーム
音楽

ＩＴ

パソコン
携帯電話
インターネット

イ
ン
フ
ラ
産
業

イ
ン
フ
ラ
産
業

情
報
・
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業

情
報
・
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業

ＳＮＰｓ解析
プロテオーム解析
ゲノム創薬
遺伝子治療
予防医療
環境物質探索
食品安全検査
薬剤耐性診断
免疫抗体測定

鑑識

ＳＮＰｓ解析
プロテオーム解析
ゲノム創薬
遺伝子治療
予防医療
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免疫抗体測定
鑑識

ＢＴ

遺伝子解析システム
抽出・精製
ＤＮＡチップ
シーケンサー
電気泳動

遺伝子組み換え
質量分析
測定試薬
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ＤＮＡ抽出ＤＮＡ抽出→→解析解析

システム化システム化

有用遺伝子情報有用遺伝子情報

どの遺伝子が、どの疾患どの遺伝子が、どの疾患
又は体質に影響を与える又は体質に影響を与える
のか？のか？

１． 体質診断

糖尿病・癌になりやすい

太りやすい

２． 予防医療

疾患遺伝子発現の可能性診断

３． 投薬前診断

副作用リスクの判定

４. 個人の判定

鑑識・親子鑑定

５． 感染症診断

ウィルス、細菌の遺伝子

ＰＳＳの事業は何を目指しているのか
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ＰＳＳのコア・テクノロジーＰＳＳのコア・テクノロジー
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マグトレーション・テクノロジー （磁性体ハンドリング技術）

Magtration Tip

Magnet

Well

Solution

Magnet Particle

吐出・吸引するチップ

の細長くした先端部側面

に磁石を配置

☆ほぼ完璧な磁気ビーズの捕獲、固液分離が可能

☆吸引・吐出操作のみで目的物質の磁気ビーズへの

吸着、洗浄、遊離など全ての操作が出来る

☆チップに磁気ビーズを保持した形で自由に移動できる

多段階操作の自動化が容易

（Magnetic Filtration）
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＜既成のシステム概念＞

試験管の移動

マグトレーションの技術優位性

洗浄ノズル方式

（タンパク質・ウィルスの除去が困難）

<マグトレーションのシステム概念
＞

反応物質（ビーズ）自体の移動

キャップを外す
試薬分注と

ノズル洗浄

インキュベーショﾝ
（加温）

攪拌・分離

試薬分注

使い捨てチップ1本で全工程処理

（タンパク質・ウィルス間の汚染を原理的に解決）
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MagtrationMagtration TechnologyTechnology

MOVIEMOVIE
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PSSのテクノロジー＆ビジネス
最近の取組み
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●蛍光ビーズ

ビーズ型ＤＮＡ
チップ

●バイオストランド

糸型ＤＮＡチップ糸型ＤＮＡチップ

検体
増幅

結果
判定
（診断）

抽出・精製 検出・解析

●マグトレーション

磁気分離

●キャピラリーチップ

細い部分に、目的別ビーズ
を並列

●Swing-PCR
短時間遺伝子増幅

全自動化システムに向けた技術展開
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日赤 NAT検査：ＨＩＶ，ＨＢＶ，ＨＣＶの全数検査日赤 NAT検査：ＨＩＶ，ＨＢＶ，ＨＣＶの全数検査

GT-X

ロシュ東洋紡

マグトレーション
ＤＮＡ抽出・精製分野における製品化実績

キアゲン

自動核酸抽出装置自動核酸抽出装置

輸血による感染症が激減

用手法（手作業）試薬で

世界トップシェア

診断薬で世界トップシェア

ＯＥＭ製品を含め10数機種を上市



26

Precision System Science Proprietary Information

マグトレーション 応用分野の拡大

サンプル・プレパレーション・システム

●三菱化学ヤトロン向け

「PATHFAST」

（小型免疫化学発光測定装置）

当期売上高：218百万円●全自動タンパク合成システム

（ポストゲノム研 PURESYSTEM」）

マグトレーションがプロテイン解析に応用
可能であることを立証

ＤＮＡチップ用のサンプル調製システム
アマシャム社Code Linkユーザー向けに販売予定
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事業実績と今後の戦略課題

●当期売上高のうち核酸抽出分野がほとんどを占める。
●当期売上高の80.6％が海外売上。

PSSの今後の売上拡大施策とは、

1. アプリケーションの拡充

2. 日本の機器・試薬メーカーとの連携を充実拡大

3. 欧米市場のおけるネットワークを拡大

4. 18年6月期（来期）は、特に米国における提携先の獲得が最大のテーマ
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新たな事業の柱：試薬事業

＜現在の試薬製品の分野＞ ＜開発分野＞

ＤＮＡ／ＲＮＡのＤＮＡ／ＲＮＡの
抽出・精製抽出・精製

•ＤＮＡチップ前処理用

•プロテイン関連

•同時多目的判定
（マルチプレックス反応）

特異的なアプリケーションの開発
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米国
研究機関

東洋紡績

MBS
（スウェーデン）

遺伝子情報の実用化に向けた取組み

ＰＳＳネットワークの構築

ポストゲノム
研究所

シンプルな解析システムの実現のための、

遺伝子情報保有先又は技術保有先との提携

キアゲン・

グループ

ロシュ・グループ

㈱三菱化学

ヤトロン

東京農工大学

徳島大学
九州大学

東京理科大学

米国大学

カナダの大学 スウェーデンの大学

ＯＥＭネットワーク

共同開発ネットワーク
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欧米子会社の体制強化

製品拡販に伴う顧客サポートの強化
→ラボも含めた新施設に移転

欧州各国に、ＰＳＳネットワークを構築

東海岸／西海岸に、ラボも含めた施設に
移転
→２拠点体制の構築
人材（Native人材を含む）の増強
東海岸の研究機関／大学との共同開発を
推進
今9月には、3百万ドルの増資引受を実施

<PBI（米国）> <PSSE（ドイツ）>
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平成17年6月期の
業績概況（連結）
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（単位：百万円・％）

-64-△ 181当期純利益

-111-△ 174経常利益

-132-△126営業利益

27.61,37620.31,078販管費

58.41,509△1.2952売上総利益

28.3 3,2153.0 2,506売上高

前期比金額前期比金額

20期
（17年6月期）

（当連結会計年度）

19期
（16年6月期）

（前連結会計年度）

平成17年6月期 業績概況（連結）
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（単位：百万円・％）

-64当期純利益

-111経常利益

-132営業利益

27.61,376販管費

58.41,509売上総利益

28.3 3,215売上高

前期比金額

20期
（17年6月期）
（当連結会計年度）

●売上高
主力OEM先3先とも順調な販売

● 売上総利益
売上総利益率は46.9％（前期比8.9ポイントの改善）
主な要因：
①RDG社に対する次世代機種独占販売権付与
（204百万円）
②前連結会計年度のような開発製造が一段落
③製造コスト削減効果
④為替相場（ユーロに対して円安基調）

(為替の影響額:前期比では、売上高、売上総利
益とも34百万円のプラス効果）

● 販管費
開発費増及び人員増強による諸経費増
主な要因： 開発費440百万円（前期比50.7%増）
①PATHFAST(㈱三菱化学ヤトロン）
②ハンディ・バイオストランド
③DNAマイクロアレイ用サンプル・プレパレーション・システム
④RDG社向けの次世代機種
⑤全自動タンパク質合成システム（㈱ポストゲノム研究所）

RDG社に供給しているDNA自動抽出装置
の次世代機種に関するもの

RDG社がある仕様の権利確保を行ったもの
同製品に関し5年間の独占販売権を付与
今後、別途開発契約を締結する予定
実際の製品化は2年後を目途（RDG社）

平成17年6月期 業績概況（連結）
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（単位：百万円・％）

平成17年6月期 取引先別売上高（連結）

構成比金額

100.0 

14.7

6.8

33.2

45.3

構成比

100.0 

17.2

2.2

20.2

60.4

2,506

432

55

505

1,513

19期
（16年6月期）

（前連結会計年度）

28.3 

9.0 

295.8 

111.7 

△3.7

前期比

3,215

471

218

1,069

1,456

金額

20期
（17年6月期）

（当連結会計年度）

キアゲングループ

その他

合計

㈱三菱化学ヤトロン

ロシュグループ

●ロシュグループ
前連結会計年度のスポット取引（日本赤十字社向けの大型機種）分の落ち込みがあったものの、前述の
とおりRDG社に対する次世代機種の独占販売権の付与（204百万円）により前期比3.7％の微減に着地。
●キアゲングループ
主力装置（コンパクトタイプ）がOEM契約締結から3年目に入り、本格的な普及期を迎えたものと考えら
れ、前期比111.7％増に着地。
● ㈱三菱化学ヤトロン
新規OEM製品「PATHFAST」が、この4月より正式発売となり順調な出荷が開始されたことから、前期比
295.8％増に着地。
●その他
韓国FTI社への㈱ポストゲノム研究所と共同開発中の全自動タンパク質合成システムに関する5年間の
独占販売権付与（100百万円)。
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（単位：百万円・％）

61.66.92215.5136その他製品

28.3100.03,215100.02,506合 計

－9.5304－－その他営業収入

36.121.167919.9499商品（プラスチック消耗品）

△ 44.12.5815.8146その他理化学機器

11.960.01,92868.81,723DNA自動抽出装置等

構成比金額構成比金額

前期比20期
（17年6月期）

（当連結会計年度）

19期
（16年6月期）

（前連結会計年度）

平成17年6月期 製品区分別の状況製品区分別の状況（連結）（連結）

＜その他営業収入＞

●韓国FTI社(100百万円)=全自動タンパク質合成システム（ポストゲノム研）

＊装置開発や試薬入手ルートの確保などで、売上原価に66百万円、開発費に28百万円の費用計上

●RDG社(204百万円)

＊装置開発のため開発費に25百万円を費用計上
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ＤＮＡ自動抽出装置等販売台数（台）
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（単位：百万円・％）

△270

30

50

1,480

1,530

3,550

金額

21期
（18年6月期（来期見通し））

1.458.41,509売上総利益

△62.4-132営業利益

--64当期純利益

△73.1-111経常利益

7.627.61,376販管費

10.428.3 3,215売上高

前期比前期比金額

20期
（17年6月期）

来期（平成18年6月期）の見通し（連結）

●売上高：当連結会計年度のスポット取引「その他営業収入304百万円」の落ち込み分をカバーし更なる売上拡大を予想。

主な要因：① 「PATHFAST」（㈱三菱化学ヤトロン向け）順調出荷②特注検体仕分け分注機の大型案件が受注見込み
●特別損失
減損会計適用による特別損失237百万円を予定
＜減損処理対象＞
平成2年8月に取得した松戸市に所在する旧研究所及び旧研究所に存在する装置・器具類

＊見通しは、現時点での製品ラインアップを引続き販売していた場合の見通
しであり、現在交渉中の新製品や新たなOEM先などの案件は見込まず。
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本日は有難うございました。

＜お問い合わせ先＞

業見本部 ＩＲ・経営企画部グループ

電話：047-303-4800

ＦＡＸ：047-303-4810

Ｅ-mail：ir@pss.co.jp

http://www.pss.co.jp
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☆PSS IRメール配信のご案内☆

PSSでは、個人株主・投資家の皆様とのコ
ミュニケーションを高めるため、Eメール配信を
行なっております。

プレスリリースや会社説明会のご案内などを、
オンタイムでお知らせしております。PSSホー
ムページ(http://www.pss.co.jp)からメールアド
レスをご登録いただけますので、是非ご登録く
ださい。

「ＰＳＳメールクラブ」よりご登録いただけます。


